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研究成果の概要（和文）：本研究では、【１】患者・当事者視点をめぐる今日的課題の可視化、【２】患者・当
事者視点理解のためのプログラム骨子の作成をおこない、そのうえで【３】保健・医療・福祉の対人援助職従事
者が臨床で活用することのできる対象理解（当事者・患者の理解）のためのプログラム評価・理論的検討・周知
をおこなった。また、分担研究課題として、がんサバイバーのライフコース上の問題に関する研究、アトピー性
皮膚炎患者の受療行動及び日常生活上の困難に関する研究、患者に対する共感／ヘルスコミュニケーションに関
する研究を実施し、これらの知見を統合した患者視点理解のためのアプローチを構築した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we (1) visualized current issues related to the perspectives 
of patients and parties, (2) created a program outline for understanding the perspectives of 
patients and parties, and (3) evaluated, theoretically examined, and disseminated the program that 
can be used clinically by human support workers in health, medical, and welfare services for 
understanding patients’ view. In addition, as assigned research projects, we conducted research on 
life course problems of cancer survivors, research on treatment behavior and difficulties in daily 
life of patients with atopic dermatitis, and research on empathy/health communication with patients,
 and built an approach to understanding the patient's perspective by integrating these findings.

研究分野：医療社会学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
従来の医療コミュニケーション研究では、支援従事者と支援対象者との間の情報の共有によって、解消すべき
「問題」と、その「解決方法」が決められ、問題解決へと道筋を立てることに力点が置かれてきた。
その一方で今日、コロナ禍に端を発する生活不安、健康不安の他、様々な生きづらさ、生活困窮、精神疾患など
複合的な課題を抱えながら生きる人々にとっては、一つの「問題」を特定してしまうことで、その人の抱える複
雑に絡み合った問題構造が単純化される側面もある。本研究が従来型のように「解決」をゴールとはしないオル
タナティブな支援手法を作り出したことで、対人支援における質・柔軟性・機能の向上に向けた土台形成がなさ
れた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 近年、医療における治療技術の発展や、新たな専門分野の出現などにより、かつては不可能で
あった病気の治癒が望めるようになった。その一方で、医療に従事する人々の専門分野はますま
す細分化し、専門分化が進展した。その結果、1 人の患者を数多くの医療者が診ることとなり、
患者が医療機関内の様々なセクションを行き来するような状況が常態化した。このことはまた、
1人の医療者がその患者を始めから終いまで診つづけるという、近代以前の医療では普通であっ
た状況を一変させた。今日、慢性疾患等で長期に療養する患者の多くは、複数の医療機関、複数
の医療者を受診し、複数の治療薬を服用する状況にある。そうした状況で危惧されるのは、「果
たして誰がその患者のことを正しく理解しているのか」という点である。 
 近年、医療や福祉のサービスを利用者にとって満足のいくものとするために、社会学・社会福
祉学や近接領域の研究知見が貢献を果たしてきた。とくに、患者、あるいは専門的知識を持たな
い「素人」（lay person）の経験・視点・語りに着目し、専門職従事者とは異なる病や障害に対す
る固有の眼差しを明らかにする研究（例えば Lawton 2003, Nettleton et al. 2010）が医療や福
祉の実践に関して視点の転換をもたらしてきた。しかしながら、近年の医療・福祉をめぐる著し
い環境変化の中、当事者視点に対する従来の捉え方や説明モデルでは対処しきれない新たな状
況が出現してきている。 
本研究班のメンバーは、それぞれ異なる専門領域において、こうした当事者視点・患者視点を
めぐる新たな動向と、その対処のあり方について知見を積み重ねてきた。研究代表者の松繁
（2010）は、医療者による状況把握のための事物認識様式とは異なる、生活文脈の立脚した「患
者の知」を理解するための理論的枠組みを提示し、また、そのような生活者の価値基準に立脚す
る支援のあり方が昨今の日本社会における地域包括ケアシステムにおいて中心的課題であるこ
とを示してきた（Matsushige et al. 2012）。研究分担者で総合診療医・医学教育研究者である孫
（2015）は、市民と医療者が健康・医療をめぐって共に学び対話できる場所として「みんくるカ
フェ」を主宰しながら、カフェ型ヘルスコミュニケーションの有効性に関する知見を積み重ねて
きた。孫による対話の可能性の検討は、臨床の場における当事者視点の理解に関して多くの実践
的示唆をもたらすものとして期待を寄せられてきている。また、研究分担者で人類学者の牛山
（2015）は、アトピー性皮膚炎患者のエスノグラフィーをおこない、「標準治療」と「脱ステロ
イド療法」の狭間で移ろう患者の状況を明るみに出し、「患者の知」を医療のなかで生かす方途
を示してきた。 
医療・福祉をめぐる環境変化の最たるものとしては、医療技術の進歩により過去には治癒や寛
解が不可能だった病気にかかった人々の社会復帰が可能になったということが挙げられるが、
このこと自体が新たな社会的課題をつくりだしている。とりわけ、がんのサバイバーなど、病気
から快復・寛解した人々にとっては社会復帰後の日常生活において様々な問題が浮上している。
これについて研究分担者で健康の社会的決定要因（Social Determinants of Health）を専門とす
る三澤（2013）は、多くの人々が様々な社会経済的問題から不安を抱える中、健康を志向するよ
うな精神性を持つに至る状況を「寄る辺としての健康」と表し、問題提起をおこなってきた。し
かし、そうした人々を対象として、社会不安と健康観・ライフコース・アイデンティティ問題と
の関連について分析する研究は、国内のみならず諸外国においても蓄積に乏しい。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、（１）上述のような医療・福祉の環境変化がもたらす患者視点の変容を理解するた
めの新たな理論的枠組みを提示し、（２）学際的研究体制のもとで、臨床現場で活用可能な患者
視点の理解のためのプログラムを開発する。こうした点から、本研究は、医療従事者・医学教育
の研究者の視点も組み入れながら、患者・当事者の経験世界の解明に従事する社会科学諸分野の
研究者、診療ガイドラインの評価研究に従事する者らを研究体制に組み入れ、実用的ツールとし
てのプログラム開発に取り組む初めての研究と位置づけられる。 
 具体的には、第 1に患者・当事者視点をめぐる今日的課題の可視化に取り組む。第 2に患者・
当事者視点理解のためのプログラム骨子の作成をおこない、保健・医療・福祉の対人援助職従事
者が臨床で活用することのできる対象理解（当事者・患者の理解）のためのプログラム開発・周
知をおこなう。 
また研究分担者の分担課題として、近年ますます深刻化しているがんサバイバー等のライフ
コース上の問題や社会不安について、定性・定量の両アプローチから実態を明らかにする。併せ
て、アトピー性皮膚炎の「標準治療」と「脱ステロイド療法」に代表されるように、多様化する
治療オプション・疾病観のもとで患者が直面する困難について、エスノグラフィーによって明ら
かにしつつ、患者・当事者視点をめぐる今日的課題の可視化をおこなう。 
 
３．研究の方法 
第 1の研究課題「患者視点をめぐる今日的課題の可視化」では 3つの実証的研究により展開さ
れる。①「がんサバイバーのアイデンティティ・ライフコース上の問題」（三澤）および ②「ア



トピー性皮膚炎患者・患者団体の直面する問題」（牛山）は、いずれも現代医療の発展により新
たに生じた事象として解明が大きな課題でありながら、研究の蓄積のなかったテーマである。③
「医学教育および保健医療実践における患者視点の活用の課題」のテーマでは、松繁、孫、畠山
のそれぞれの専門領域の視点から「患者視点」の活用実践の現状に関するレヴューをおこなう。
ここでは、松繁による近年の医療への患者参画に関する文献を対象とする批判的言説分析
（Critical Discourse Analysis）や孫による「対話」のワークショップの開催をとおして、次
の研究段階であるプログラム骨子の作成へむけた課題の抽出・整理をおこなう。 
 第 2の研究課題「患者視点理解のためのプログラム骨子の作成」では、医師・看護師・薬剤師・
社会福祉士・介護支援専門員ほか、保健・医療・福祉の対人援助職従事者が臨床で参照できる患
者視点理解のためのプログラム（理論的枠組み～手法～実践ツール）を作成する。この段階では、
核となる部分を、前年度の成果および申請者らのこれまでの研究知見を相互に照らし合わせな
がら構成していくこととなる。ここでは、研究分担者の孫による「共感」の概念的構造や共感能
力をはかる尺度を用いた研究知見を参照しながら、プログラムの土台を形成していく。 
第 3の研究課題「プログラム評価・理論的検討・周知」では、上記の第 2課題で作成したプロ
グラムの原型を用いた試験的運用を重ね、効果の検証を実施する。研究代表者の松繁は保健・医
療・福祉の実務者養成訓練のための厚生労働省の施設に所属しており、また、研究分担者の孫は
医学教育機関に所属していることから、実務者・学生らの協力を得て患者視点理解のためのワー
クショップ等を開催し、プログラムの評価をおこなう機会の得やすい環境にある。また、研究代
表者の松繁を中心に、医療および福祉の実践への当事者参画・患者参画に関する諸外国における
実態調査を計画している。これは、Step 2 において当初の予定どおりの成果が得られなかった
事態を考慮して、多方面からの検討を可能にするものとして考えている。 
 
４．研究成果 
2017 年度 
 研究計画の初年度である平成 29 年度は、研究代表者・研究分担者が、それぞれの研究計画に
沿ってプロジェクトの土台となる基礎作業を遂行するとともに、年度中４回の定例研究会議（5
月，8 月，10 月，30 年 1 月）と、1 回の公開研究会（30 年 3 月）を実施し、各分担研究の進捗
を確認した。あわせて研究知見の一部について、市民向け公開研究会を開催し、参加者との対話
の中で知見の精査をおこなった。この公開研究会では、「不確実な〈患者視点〉を医学教育に活
かすには」というテーマを設定し、1年間の研究成果をふまえながら、これを教育現場で活用し
ていくための方策を、様々なバックグラウンドを持つ一般参加者（教員、学生、患者団体関係者、
医療従事者、企業職員、その他）からの意見収集とディスカッションによって検討するなど、今
後の研究の進展にとって有意義な機会となった。 
また、研究班のメンバーを中心に開催した「患者視点」について学習する公開ワークショップ
の結果報告が、日本医学教育学会の学会誌『医学教育』48 巻 5 号（2017 年 11 月）に掲載され
た。この報告の中では、従来の「患者視点」を取り巻く状況の問題点が明示され、これを克服す
るための新たな手法について検討がなされた。医学教育のコアカリキュラムが大きく見直され
ている現在、学際性に富む本研究班からの問題提起は、医学教育の実践者・研究者らから高い評
価を得た。 
 
2018 年度 
2017 年度の成果をふまえ、2018 年度は研究の第二段階として、患者・当事者が抱える諸問題
の理解に関する方法的検討に着手した。具体的には、医師・看護師・薬剤師・社会福祉士・介護
支援専門員ほか、保健・医療・福祉の対人援助職従事者が臨床で参照できる患者視点理解のため
のプログラム（理論的枠組み～手法～実践ツール）の骨子について、既存の手法の問題点を整理
する作業を通じてとりまとめた。 
ここでは、研究代表者・研究分担者それぞれの専門領域・研究知見、すなわち、患者の Lay 
Expertise に関する研究（松繁）、共感能力の育成と対話の技法に関する研究（孫）、健康不安・
主観的健康観に関する研究（三澤）、患者を取り巻く治療の「不確実性」に関する研究（牛山）
が参照・統合された。近年の「意思決定支援」のアプローチとは異なり、「問題解決」を必ずし
も前提とせず、病や障害の当事者の自己理解に焦点を当てる、独自のプログラムの骨子が作成さ
れた。 
患者・当事者の自己理解を形成するアプローチとして本研究が採用しているのは、近年、科学
コミュニケーション等の場で成果を上げてきている熟議（deliberation）アプローチである。熟
議アプローチにおいては、医療専門職の所見やエビデンスの説明や同意は目指すべき到達点と
するのではなく、熟議に参加する者同士（医療のコンテクストでいえば患者と医療者）の間に見
解の相違が存在する場合に、その相違の背景にある、それぞれの思考様式・プライオリティを辿
っていくこと自体が目的となる。 
 
2019 年度 
2017 年度・2018 年度の研究成果をふまえ、2019 年に研究メンバーの共同執筆によってまとめ
た研究報告が、査読付きの学術論文（孫大輔, 三澤仁平, 牛山美穂, 畠山洋輔, 松繁卓哉．医療
者教育における「患者視点」に付随する諸課題と熟議アプローチの可能性. 保健医療社会学論集 



29(2): 74-84,）として出版され、患者視点を理解するアプローチとしての「熟議」および「共
感」に関する理論的枠組みが整理された。 
これら本研究の中心的概念について、2019 年度中には、より実践レベルでの応用に耐えうる
よう検討が進められた。具体的には、既存の医療コミュニケーションの限界を乗り越えるための
方途として、コミュニケーションにおける非言語的要素に着目し、患者の「納得」を生み出すこ
とに主眼を置く臨床実践アプローチの開発というかたちでゴール設定が一層明確にされ、研究
班員それぞれの専門領域から知見を共有してきた。 
年度末の 2020 年 2月に、これまでの成果を公表し、医療従事者らからのフィードバックを得
る機会として、公開ワークショップ「人が医療に『納得』するとき」を開催した。保健・医療・
福祉に従事するワークショップ参加者からは、臨床応用の根幹にかかわる貴重なフィードバッ
クがあり、プログラムの精緻化へ向けての具体的な作業課題を得ることができた。 
 
2020 年度 
2020 年度は、本研究課題の仕上げの年として、患者視点の理解と臨床活用のためのプログラ
ムの実践に従事した。研究代表者の松繁が所属する国立保健医療科学院では、保健・医療・福祉
の実務者教育を実施しており、その中で、患者視点理解のための本研究の知見を活用した教育プ
ログラムを行った。具体的には、都道府県・政令指定都市が設置する「難病相談支援センター」
の職員向けの研修の中で、患者の経験・考え・視点等が、他の患者にとっての有益な資源となる
「ピア・サポート」に着眼し、ピア・サポートを充実させるためのポイント・工夫・留意点など
について学習することのできるプログラムを実施し、受講者の感想・習熟度・課題点等について、
アンケート結果から分析を行った。 
研究分担者であり総合診療医の孫は、患者視点の理解のアプローチとしての「ダイアローグ」
に関する研究に基づき、ダイアローグを応用した臨床実践を展開してきた。これら実践から得た
知見は、研究班において共有・検討され、開発プログラムの精査に用いられた。研究分担者であ
り人類学所の牛山は、本研究班が患者視点の理解における鍵概念として重視する「納得」につい
て、アトピー性皮膚炎患者の語りを収集・分析する作業を継続した。 
 
2021 年度・2022 年度 
過去 4 年間の成果をとりまとめ、定例の研究班会議の中で、それらの知見を共有し、患者の
「納得」を可能にする臨床実践のあり方について整理した。 
これら成果を広く臨床実践者や研究者らに公開するために、第 47 回日本保健医療社会学会大
会へ、ラウンド・テーブル・ディスカッションの企画としてエントリーし、採択された。当日は、
医療従事者、研究者、その他多くの参加者から多くの質問が寄せられ、また同時に、この知見を
臨床で応用するにあたっての大きな期待の言葉が寄せられ、本研究の知見の意義の大きさを確
認する機会となった。 
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